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 本事業の目的 
 
 近年において、インターネットを介した電子商取引サイト（Ｅコマースサイト。以下「EC サイト」とい
う。）上での購買が着実に増加している。 
 

図表 1 ネットショッピング利用世帯の割合の推移（二人以上の世帯）－令和元年 

 
※出典：「家計消費状況調査年報 -Ⅰネットショッピングの状況」（令和元年、総務省統計局） 

 
 令和 2 年に入ると、さらに大きな伸びを見せている。これは、新型コロナウイルスの感染拡大によって、
消費者の購買行動が大きく変化したことが影響したものと推測される。 
 

図表 2 ネットショッピングの状況について（二人以上の世帯）－令和 2 年 12月分結果 

 



令和 2 年度 EC サイト食品表示実証モデル構築事業 実施報告書 

 
3 

 

 

※出典：「家計消費状況調査 ネットショッピングの状況について （二人以上の世帯） 
－2020 年（令和 2 年）12 月分結果－」（令和 3 年、総務省統計局） 

 
 このような EC サイト上での購買の増加は、とりわけ食品分野において顕著となっている。 
 令和 2 年 12 月においては、EC サイトでの「食料」の支出額は、対前年比 61.7％増加を記録して
おり、EC サイト利用増減率への寄与度は非常に高いものとなっている。 
 
図表 3 ネットショッピングの支出額の対前年名目増減率に寄与した主な項目（令和 2 年 12月） 

 
※出典：「家計消費状況調査 ネットショッピングの状況について （二人以上の世帯） 

－2020 年（令和 2 年）12 月分結果－」（令和 3 年、総務省統計局） 
 
 このように、EC サイトにおける購買、とりわけ食品分野の伸びは統計的にも明らかである。 
 
 EC サイトにおける食品の表示実態に係る調査としては、消費者庁が平成 28 年に公表した「食品の
インターネット販売における情報提供のあり方懇談会報告書」の調査（以下「H28 調査」という。）があ
り、義務表示事項と同等の情報提供の取組の推進・拡大が望まれる旨提言されている。EC サイトにお
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ける食品購買が増加を示す現在においては、EC サイト上での食品基本情報1の提供の取組の推進・
拡大の必要性が増していると考えられる。 
 しかしながら、上記調査以降、消費者庁、地方自治体その他公的機関においても、EC サイトにおける
食品基本情報提供の実態を十分に把握できていない状況にある。また、現在、国際的な食品規格を
定めるコーデックスにおいて EC サイトにおける食品情報の提供に関する議論が行われていることも踏ま
え、改めて我が国における EC サイト上での食品基本情報の提供の実態を明らかにする必要があると考
える。 
 そこで、本事業では、EC サイトにおける食品の情報提供に係る検討に資するため、消費者の食品購
入における EC サイト利用実態を把握するとともに、どのような食品基本情報の提供を望んでいるのか、
また H28 調査と比較してどのように変化しているかについて調査する。 
 他方で、事業者はどのような情報提供の取組を行っており、これを実施する上での制約要因は何か 
について調査する。さらに、H28 調査における懇談会提言のうち、「義務表示事項に係る情報提供を促
進していくための主なポイント」として挙げられた 3 項目、すなわち、「対応できる義務表示事項に係る情
報や食品から取組を進める。」、「消費者に分かりやすい方法で提供することが重要。」、「業者間の情報
伝達の円滑化を図る。」について、現時点の事業者の取組状況を把握する。 
 これにより、EC サイト上での情報提供の実態を把握・分析し、今後更に情報提供を促進するための
課題について明らかにしていくことを目的とする。 
 
  

                                         
1 食品基本情報：原材料名、消費・賞味期限、栄養成分表示等、食品表示基準（平成 27 年内
閣府令第 10 号）において、食品の容器包装等に表示することが義務付けられている情報をいう。 
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 用語の定義 

以下本報告書に出てくる用語の定義を示す。 

用語 本書での意味 

EC サイト 
自社の商品やサービスを、インターネット上に展開する独自運営のウェ
ブサイトで販売するサイトのこと。EC とは英語で「electronic 
commerce」の略であり、日本語では「電子商取引」を表す。 

日配品 

食品製造事業者で製造される加工食品のうち、冷蔵が必要で、あま
り日持ちのしない食品のこと 
 例：牛乳・乳製品、惣菜、豆腐・豆腐加工品、納豆、コンニャク、 
    漬物、練物（かまぼこ・ちくわなど）、生麺類、パンなど 

デバイス 
EC サイトを利用するときに使用する機器のこと。 
 例：パソコン、携帯電話、スマートフォン、タブレットなど 

食品基本情報 
原材料名、消費・賞味期限、栄養成分表示等、食品表示基準に
おいて、食品の容器包装等に表示することが義務付けられている情
報のこと。 

プライベートブランド商品 
（PB 商品） 

小売店や卸売業者など、本来自ら商品を企画・生産しない業態の
企業（食品製造事業者ではない企業）が、独自のブランドを開発
し、販売している商品のこと。 

ナショナルブランド商品 
（NB 商品） 

プライベートブランドの対義語であり、食品製造事業者が開発、生産
したブランドの商品のこと。 

ネットモール 
インターネット上で異なる複数のオンラインショップが出店するようなショ
ッピングモール型のウェブサイトのこと。 

プラットフォーマー 

EC サイトのプラットフォーム（基盤）を提供する事業者のこと。本報
告書ではネットモールのプラットフォーマーを指し、ネットモール出店者に
対してネットモール上での販売店舗・販売機会を提供する。 

ネットスーパー 
既存のスーパーなどがインターネットで注文を受け付け、既存店舗やそ
の他出荷元から自宅まで注文商品を配達するサービスのこと。 
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用語 本書での意味 

宅配事業者 
ネットで選定、注文した商品が定期的に指定の場所に届けられる宅
配サービスを提供する事業者のこと。 

お取り寄せサイト 
地方の特産品や全国のご当地グルメなどを購入できるオンラインショッ
プのこと。 

メーカー直販サイト 
食品製造事業者が直接自社の製品を販売するオンラインショップのこ
と。 

選定企業 

事業者アンケートにおいて、アンケート対象として選定し、回答を得た
事業者を指す。 

 食品 EC サイトを運営する各種業態から、売上高等の観点より
40 社を選定して調査を実施。うち 31 社から回答を得た。 

 回答を得た 31 社の内訳：ネットモール 6 社、ネットスーパー8
社、宅配 8 社、お取り寄せ 1 社、食品製造者 7 社、百貨店オ
ンラインショップ 1 社 

出品者 

事業者アンケートにおいて、プラットフォーマーから回答を要請し、回答
を得たネットモール出品者を指す。 

 ネットモールに出品している食品製造者又は生産者、卸、小売
等事業者の 710 社（過半数は自社販売サイトも運営）から
回答を得た。 

ヘビーユーザー 
消費者アンケートにおいて、週に 2~3 回以上 EC サイト上で食品を
購入すると回答した方。  

ミドルユーザー 
消費者アンケートにおいて、週 1 回~月 1 回程度、EC サイト上で食
品を購入すると回答した方。 

ライトユーザー 
消費者アンケートにおいて、年に数回利用か、それ以下の頻度で食
品 EC サイトを利用すると回答した方。 

スクリーニング 
消費者アンケートにおいて、対象条件に合致する調査対象者を抽出
するために、本調査に先駆けて行う事前調査のこと。 
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 調査・検討の実施方法 
 

 調査の概要 

 上記目的を達成するため、⓪初期調査を踏まえ、それぞれ①消費者調査（消費者アンケート及びヒ
アリング）、②事業者調査（事業者アンケート及びヒアリング）を実施し、双方の実態を分析した。 
 

 
  

（⓪ 初期調査） 
計 15 個の EC サイトの食品基本情報提供状況を調査 
ネットモール／ネットスーパー／宅配／お取り寄せ 
カテゴリーごとの現状を定性的に分析し、②以下の調査項目設定に反映 

① 
消費者 
調査 

①₋1 
消費者 
アンケート 

対象： 
●全国在住 3,000 人の消費者(食物アレルギー患者を一定割合確保) 
内容：WEB アンケートにより、EC サイトにおける食品購買状況、EC サイト
の食品基本情報提供に関するニーズ・関心・困りごと等を調査 

①-2 
消費者 
座談会 

対象：アンケート回答者のうちヘビーユーザーかつ食品表示に関心の高い方 
内容：WEB 会議システムを活用して、座談会形式で期限、保存方法その

他表示へのニーズ・不満等を深掘りしてヒアリング 

② 
事業者 
調査 

②-1 
事業者 
アンケート 

対象： 
●選定した食品 EC サイト運営企業：回答 31 社（40 社選定） 
 ネットモール／ネットスーパー／宅配／お取り寄せ／メーカー直販サイト等 
●ネットモールへの出品者：回答 710 社 
内容： WEB アンケートにより、自サイトの食品基本情報提供に関する取
組状況・課題等を調査 

②-2 
事業者 
ヒアリング 

対象：計 6 社の EC サイト運営事業者 
内容： WEB 会議システム等を活用して、対話形式による個別インタビュー
でアンケート内容の定性的な深掘りのほか、食品基本情報提供に関する消
費者からの要望、これに対する取組、課題等をヒアリング 
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 検討委員会 

 本事業の調査及び取りまとめに当たっては、食品表示、EC サイトの実態、消費者の購買行動につい
て知見を有するアドバイザーから成る検討委員会を設置し、計 4 回の検討委員会を開催し、議論を行
った。なお、検討委員会については、事業の効果的な実施及びコロナ禍によるリスクを回避するため、
WEB 会議システムも併用した。 

回期 実施日 主な審議事項 
第 1 回 令和 2 年 10 月 7 日（水） ・初期調査結果の取りまとめ結果 

・事業者アンケート項目案 
・消費者アンケート項目案 

第 2 回 令和 2 年 12 月 16 日（水） ・消費者アンケートの取りまとめ結果 
・消費者アンケートを踏まえた問題点・課題の整理 

第 3 回 令和 3 年 1 月 27 日（水） ・事業者アンケートの取りまとめ結果 
・事業者ヒアリングの取りまとめ結果 
・調査結果を踏まえた問題点・課題の整理 

第 4 回 令和 3 年 2 月 12 日（金） ・消費者座談会の取りまとめ結果 
・報告書（案） 
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 調査結果 
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 消費者調査 

 消費者アンケート 

 実施概要 
 消費者の EC サイトにおける食品購買状況、EC サイトの食品基本情報提供に関するニーズ・関心・
困りごと等を把握するため、消費者アンケートを実施した。その実施概要を下表に示す。 
 
実施時期  令和 2 年 11 月 27 日~12 月 1 日 
調査方法  WEB アンケートによる調査 

調査対象者 

 全国在住の3,000人の有効回答（スクリーニング 合計6,593サンプル） 
（15 歳～99 歳の男女、かつ EC サイトで食品を購入した経験ある方） 
（一定割合以上の食物アレルギー患者（家族含む）を確保するよう設定 
  ⇒全有効回答のうち、18.3％が食物アレルギー患者（家族含む） 

調査内容 

 回答項目数：本設問 22 問 
 
【アンケート項目】 
 インターネットでの食品の購入頻度 
 利用するデバイス 
 利用する EC サイトのカテゴリー 
 利用目的（日々の自宅用、プチ贅沢用、贈答用） 
 EC サイトで購入する食品の品目 
 EC サイトで食品を購入する理由 
 新型コロナウイルスの影響による ECサイト利用頻度の増加状況、今後の利

用頻度の見込 
 利用している EC サイトの利用理由（食品基本情報の適切記載あるから 

等） 
 食品基本情報の不足による困りごとと、具体的な困りごとの内容 
 知りたかったのに EC サイト上で記載されていなかった食品基本情報 
 食品基本情報が記載されていない場合の行動 
 購入時に必ず知りたい食品基本情報 
 購入後の不満、トラブル 
 EC サイトへの掲載を求める商品画像（中身、容器包装表面、裏面） 
 食品基本情報のテキストデータ記載の必要性 
 望ましいアレルギー情報特記方法 
 現状における EC サイト上の食品基本情報提供状況への不満点・改善点 
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 調査・分析結果 
 個別設問の調査結果を踏まえ、論点ごとに調査及び分析結果を下記①～③に示す。 
 なお、下記文中における「（A％⇒B％）」という表現は、H28 調査の消費者アンケート結果からの変
化を示している。「A％」は H28 調査における消費者アンケート結果を、「B％」は今回調査における消
費者アンケート結果を示す。 
  
① EC サイトの利用状況 
【調査結果】 
 合計 6,593 名の調査サンプル全体において、「インターネットを利用して食品を購入したことはありま
すか？」という設問に対し、「経験がある」という回答が 51.9％であった（H28 調査結果では
51.0％）。また、男性よりも女性の方が購入経験者数がやや多く、また年齢が上がるにしたがって購入
経験者数が大きくなっている。 

図表 4 ＜消費者アンケート結果＞「インターネットを利用して食品を購入したことはありますか？」 
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 「食品 EC サイトを利用しない理由（複数回答）」としては「近くにスーパーがあり、事足りる」が
74.9％と最も多く、次いで「実物が確認できない」が 41.7％となっており、この 2 つの回答がほとんどを占
めている。H28 調査でも、「店舗で事足りる」という回答が 69.3％と、同様の傾向を示している。 

図表 5 ＜消費者アンケート結果＞「食品 EC サイトを利用しない理由（複数回答）」 

 

 
 次に「EC サイトでの購入経験がある」と回答した者（有効回答者 3,000 名）の回答結果について
示す。 
 
 「インターネットでの食品の購入頻度を教えてください」という設問について、月 1 回以上購入すると
いう回答が 43.1％であり、H28 調査結果である 57.1％と比較し減少している。他方、週 1 回以上と
の回答は 16.2％と増加（13.1％⇒16.2％）しており、特に 20 代（14.2％⇒20.7％）及び 30
代（15.4％⇒22.3％）の増加が目立った。 
 

図表 6 ＜消費者アンケート結果＞「インターネットでの食品の購入頻度を教えてください」 
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また、「新型コロナウイルスの影響によって、食品の購入に関して、インターネットでの食品の購入頻
度に変化はありましたか」という設問について、コロナ禍の影響で食品 EC サイトの利用頻度が増加した
という回答は、全体で 28.4％となっており、中でも 10 代から 30 代といった比較的若い年齢層において
増加した傾向にある。 
 

図表 7 ＜消費者アンケート結果＞ 
「新型コロナウイルスの影響によって、食品の購入に関して、インターネットでの食品の購入頻度に 

変化はありましたか」 

 

 
  

(%)

大幅に増えた やや増えた 変わらない 減った わからない

n=

3,000  28.4

男性 1,384  27.3

女性 1,609  29.3

15－19歳 156  33.3

20－29歳 343  38.5

30－39歳 511  34.8

40－49歳 601  22.3

50－59歳 530  23.6

60－69歳 508  27.2

70歳以上 351  26.2

ライト 1,706  14.0

ミドル 1,165  43.9

ヘビー 129  77.5

性別

年齢

ネット食品
購入頻度

全体

増えた・計

増えた・計

5.6

5.5

5.7

8.3

10.2

9.2

3.8

4.2

4.3

1.7

1.1

8.1

42.6

22.8

21.8

23.6

25.0

28.3

25.6

18.5

19.4

22.8

24.5

12.9

35.9

34.9

67.6

68.9

66.5

61.5

55.1

61.8

73.4

72.5

70.3

69.8

80.1

54.4

21.7

2.0

1.7

2.3

1.3

2.9

2.0

2.3

2.3

1.8

1.1

2.7

1.3

2.0

2.1

1.9

3.8

3.5

1.4

2.0

1.7

0.8

2.8

3.2

0.3

0.8

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下

※ネット食品購入頻度の定義
ライト：年に数回利用か、それ以下
ミドル：週1回～月1回程度
ヘビー：毎日~週数回程度
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さらに、「with コロナの働き方や生活が変化する中で、今後、自宅での食品の購入に関して、イン
ターネットでの食品の購入はどうなっていくと思いますか」という設問について、今後食品 EC サイトの利
用頻度を増やす予定という回答は 35.8％、特に 10 代（48.7％）、20 代（45.5％）においてその
回答が目立った。 

全年齢層での購入頻度が増えている訳ではないが、これまで食品を EC サイトで高頻度で購入してい
なかった 10 代～30 代の比較的若い年齢層の購買がコロナ禍の影響等により増えた可能性があり、今
後更に増加すると考えられる。 
 

図表 8 ＜消費者アンケート結果＞ 
「with コロナの働き方や生活が変化する中で、今後、自宅での食品の購入に関して、インターネットでの

食品の購入はどうなっていくと思いますか」 

 

 
  

(%)

大幅に増やすと思う やや増やすと思う 変わらない 減らすと思う わからない

n=

3,000  35.8

男性 1,384  34.5

女性 1,609  36.9

15－19歳 156  48.7

20－29歳 343  45.5

30－39歳 511  36.4

40－49歳 601  32.3

50－59歳 530  30.8

60－69歳 508  35.4

70歳以上 351  34.2

ライト 1,706  25.4

ミドル 1,165  46.4

ヘビー 129  78.3

性別

年齢

ネット食品
購入頻度

全体

増やすと思う・計

増やすと思う・計

5.8

5.2

6.3

11.5

10.8

8.4

4.3

4.7

3.5

2.0

2.4

6.8

41.9

30.0

29.3

30.6

37.2

34.7

28.0

28.0

26.0

31.9

32.2

23.0

39.7

36.4

59.5

60.8

58.5

45.5

47.8

59.3

63.6

63.4

62.0

61.3

68.0

51.3

21.7

1.5

1.4

1.4

0.6

2.3

1.2

1.2

2.1

1.0

1.7

1.9

1.0

3.2

3.2

3.2

5.1

4.4

3.1

3.0

3.8

1.6

2.8

4.7

1.2

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 「インターネットで食品購入する際に利用するデバイスを教えてください（複数回答）」という設問に
ついて、「PC」という回答が 67.0%と最も多く、次いで「スマートフォン」が 48.4％、タブレットが 8.7％と
いう結果となった。H28 の調査結果と比較し、その利用デバイスの変遷を見ると、PC を用いた EC サイト
利用が減少する一方（91.0％⇒67.0%）、スマートフォン・タブレット（以下「モバイルデバイス」とい
う。）の利用が約 2 倍に増加（29.3⇒57.1％）しており、10～30 代の若い年齢層においてこの傾
向が顕著である。 
 

図表 9 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネットで食品購入する際に利用するデバイスを教えてください（複数回答）」 

 
  

P
C

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト

携
帯
電
話

（
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
・
ガ
ラ

ケ
ー
）

そ
の
他

3,000  67.0 48.4 8.7 1.0 -

男性 1,384  73.9 45.2 9.1 0.9 -

女性 1,609  61.2 50.8 8.3 1.0 -

15－19歳 156  39.7 78.2 7.7 0.6 -

20－29歳 343  41.7 79.3 7.9 3.2 -

30－39歳 511  53.4 66.7 7.6 1.2 -

40－49歳 601  65.9 53.7 9.2 0.5 -

50－59歳 530  76.0 37.5 10.4 0.9 -

60－69歳 508  82.7 27.4 9.3 0.2 -

70歳以上 351  88.9 15.7 7.4 0.6 -
※全体の値を基準に降順並び替え

n=

性別

年齢

全体

67.0

48.4

8.7
1.0 -

0%

20%

40%

60%

80%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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「インターネットで食品購入する際に利用するサイトの種類を教えてください（複数回答）」という設
問について、利用するサイトのカテゴリーの回答として「ネットモール」が 41.7％と最も多く、次いで「ネットス
ーパー」が 31.5％となった。ネットスーパーは 10 代～30 代の若い年齢層の利用率が高く、メーカー直
販サイトは年齢が上がることに比例して利用率が高くなっている。また、食品 EC サイトのヘビーユーザー
は、ネットスーパーの利用頻度が最も高く、次いで宅配サービス、お取り寄せサイトとなっている。日常生
活で利用されやすいサイトであるためと考えられる。 
 

図表 10 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネットで食品購入する際に利用するサイトの種類を教えてください（複数回答）」 

 

 
  

ネ
ッ
ト
モ
ー
ル

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー

メ
ー
カ
ー
に
よ
る

直
販
サ
イ
ト

お
取
り
寄
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サ
イ
ト

宅
配
・

共
同
購
入
サ
ー
ビ
ス
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

そ
の
他

3,000  41.7 31.5 25.5 21.9 15.9 4.9
男性 1,384  46.0 32.9 21.9 20.2 13.6 4.7
女性 1,609  37.8 30.2 28.8 23.4 18.0 5.2
15－19歳 156  28.8 46.2 15.4 14.7 22.4 5.1
20－29歳 343  40.5 41.4 17.8 15.7 20.1 4.4
30－39歳 511  38.7 38.9 18.6 21.5 16.2 5.3
40－49歳 601  44.3 30.3 25.6 22.3 14.1 3.2
50－59歳 530  46.4 27.9 27.5 21.5 14.9 3.6
60－69歳 508  43.3 24.4 30.9 24.6 14.6 6.7
70歳以上 351  39.3 21.9 36.8 27.4 14.8 7.4
ライト 1,706  43.2 24.5 28.1 23.0 8.3 5.7
ミドル 1,165  41.1 37.2 22.5 19.2 23.3 4.4
ヘビー 129  27.9 72.1 18.6 31.0 48.8 -

※全体の値を基準に降順並び替え

n=
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ネット食品
購入頻度

全体

41.7

31.5
25.5

21.9
15.9

4.9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 「インターネットで食品購入はどのような目的で行いますか？（複数回答）」という設問について、
「自宅用（日々の買い物）」が 70.4％と最も多く、次いで「自宅用（プチ贅沢品）」の購入が
45.9％、「贈答用」が 21.8％となっている。自宅用（日々の買い物）はヘビーユーザーが 89.1％と多
く、贈答品は高年齢になるほど利用割合が増加している。 
 

図表 11 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネットで食品購入はどのような目的で行いますか？（複数回答）」 

 
 
  

自
宅
用

（
日
々
の
買
い
物
）

自
宅
用

（
プ
チ
贅
沢
品
の
購
入
）

贈
答
用

そ
の
他

3,000  70.4 45.9 21.8 1.0
男性 1,384  67.8 45.7 17.8 1.1
女性 1,609  72.5 46.2 25.4 0.9
15－19歳 156  60.9 48.7 12.2 0.6
20－29歳 343  73.2 42.9 12.0 0.9
30－39歳 511  73.2 46.0 21.1 0.2
40－49歳 601  72.2 46.6 20.1 0.8
50－59歳 530  72.1 47.2 23.4 0.9
60－69歳 508  67.3 45.9 27.6 1.8
70歳以上 351  66.7 44.7 29.1 1.7
ライト 1,706  60.9 48.2 22.5 1.5
ミドル 1,165  82.2 42.3 20.6 0.3
ヘビー 129  89.1 48.8 24.8 -

※全体の値を基準に降順並び替え

n=
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ネット食品
購入頻度

全体

70.4

45.9

21.8

1.0
0%

20%

40%

60%

80%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 「インターネットで購入する食品の品目を教えてください（複数回答）」という設問に対し、購入する
食品の品目としては、「菓子類（和菓子、洋菓子、デザート、アイス、ケーキ材料等）及び嗜好品」が
47.8％と最も多く、次いで「食料品（調味料、スパイス、だし、食用油、レトルト食品、缶詰、乾物、麺
類など）」が 43.1％となっている。これらを含む加工食品の方が生鮮食品よりも購入割合が多いという
傾向は H28 調査と同様である。生鮮食品の購入割合は減少（48.0％⇒35.8％）しているが、ヘビ
ーユーザーでは 67.4％と高い数値を示している。このほか、ヘビーユーザーは、米や冷凍食品、日配品
など、日常で利用する食品の購入率が高い傾向を示している。 
 

図表 12 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネットで購入する食品の品目を教えてください（複数回答）」 
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ザ
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食
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、
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等
）
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凍
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（
調
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凍
食
品
、
冷
凍
野
菜
な
ど
）

日
配
品
（
牛
乳
・
乳
製
品
、
惣
菜
、
豆
腐
・
豆
腐
加
工
品
、

納
豆
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
漬
物
、
練
物

（
か
ま
ぼ
こ
・
ち
く
わ
な
ど
）
、
生
麺
類
、
パ
ン
な
ど
）

健
康
食
品

ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
（
料
理
キ
ッ
ト
）

そ
の
他

3,000  47.8 43.1 38.0 35.8 28.1 23.9 22.0 15.7 4.5 1.7
男性 1,384  39.0 39.0 40.5 33.9 26.7 22.3 18.9 14.5 3.6 1.6
女性 1,609  55.2 46.7 35.9 37.6 29.3 25.5 24.8 16.8 5.3 1.9
15－19歳 156  59.6 30.8 24.4 24.4 11.5 14.1 13.5 13.5 4.5 1.3
20－29歳 343  45.2 38.2 28.0 33.5 23.0 17.5 20.1 9.9 7.9 0.9
30－39歳 511  44.8 39.3 34.6 32.1 28.6 23.3 22.3 13.3 7.6 1.2
40－49歳 601  49.9 45.4 37.3 32.6 28.8 23.1 24.1 13.6 2.7 1.5
50－59歳 530  50.0 45.5 43.8 37.4 28.7 25.5 22.8 17.5 3.8 1.9
60－69歳 508  46.5 47.6 45.9 40.7 31.5 28.5 24.6 19.3 3.5 2.2
70歳以上 351  44.2 44.7 39.9 44.7 32.5 27.9 18.5 21.1 2.3 3.1
ライト 1,706  47.2 36.0 31.1 28.3 19.0 15.4 13.3 14.0 1.9 2.1
ミドル 1,165  49.2 53.0 48.4 43.3 39.3 34.5 31.1 17.5 6.5 1.5
ヘビー 129  41.9 47.3 34.9 67.4 46.5 41.9 55.0 20.9 20.9 -

※全体の値を基準に降順並び替え
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20%
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40%

50%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 「インターネットで食品を購入する理由を教えてください（複数回答）」という設問に対して、EC サイ
トでの食品購入理由として、「重い荷物や冷凍・冷蔵品等を持ち帰る苦労をしなくてよい」、「24 時間発
注できる」、「時間を節約できる」、「外出する必要が無い／手間が省略できる」といった利便性を重視す
る回答や、「スーパーマーケットや小売店等で扱っていない商品が買える」といった回答が多く、H28 調査
と傾向は大きく変わっていない。一方「情報が豊富なため比較できる選択肢が多い」という項目が増加し
ている（17.0％⇒24.3％）。「重い荷物や冷凍・冷蔵品等を持ち帰る苦労をしなくてよい」や「スーパ
ーマーケットや小売店等で扱っていない商品が買える」などの上位の回答項目は、年齢に比例して割合
が高い傾向にあるが、「時間を節約できる」については 20 代及び 30 代において回答割合が大きい傾
向が見られた。 
 

図表 13 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネットで食品を購入する理由を教えてください（複数回答）」 
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そ
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3,000  43.9 39.9 37.2 34.7 33.3 29.7 24.3 9.5 8.8 5.0 2.8
男性 1,384  40.2 38.0 34.0 36.3 34.9 26.4 22.0 8.9 7.7 3.8 3.0
女性 1,609  47.2 41.7 40.0 33.1 32.0 32.5 26.2 10.0 9.8 6.1 2.7
15－19歳 156  31.4 25.6 23.1 35.3 25.6 28.2 25.0 9.0 12.2 4.5 1.9
20－29歳 343  37.6 35.0 25.4 43.1 30.6 27.1 22.2 7.9 6.7 7.3 2.6
30－39歳 511  41.9 36.6 29.5 44.2 32.5 29.5 18.8 10.8 7.4 5.3 2.5
40－49歳 601  42.8 38.8 35.3 31.1 34.3 26.0 20.3 8.5 5.8 5.2 2.2
50－59歳 530  48.5 45.7 39.4 34.7 34.7 29.6 24.7 8.5 8.3 4.3 4.5
60－69歳 508  50.0 44.9 47.0 27.2 36.4 32.5 28.3 9.8 10.4 4.5 3.0
70歳以上 351  45.0 42.2 51.9 29.1 32.5 35.3 34.5 12.0 14.5 4.3 2.3
ライト 1,706  35.5 35.2 40.2 27.9 31.8 26.1 22.5 6.2 4.7 4.3 3.9
ミドル 1,165  55.1 46.7 34.5 41.9 36.4 34.2 26.3 13.8 13.7 5.2 1.6
ヘビー 129  55.0 41.9 21.7 58.9 26.4 34.9 30.2 14.0 17.1 13.2 -

※全体の値を基準に降順並び替え
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 図表 13 の設問において「買物に行けないため」を選択した人に対し、「買物に行けない理由を教え
てください（複数回答）」という設問について、回答として、「仕事が忙しい／仕事をしていて行けない」
が 36.4％と最も多く、次いで「自身の心身上の理由」が 35.8％となった。H28 の調査結果と比較する
と、「仕事が忙しい／仕事をしていて行けない」（51.3％⇒36.4％）や「近くにスーパーなどがない」
（32.9％⇒18.5％）を選んだ割合が減少する傾向が見られた。 
 

図表 14 ＜消費者アンケート結果＞「買物に行けない理由を教えてください（複数回答）」 
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151  36.4 35.8 21.2 18.5 17.2
男性 53  43.4 37.7 13.2 15.1 15.1
女性 98  32.7 34.7 25.5 20.4 18.4
15－19歳 7  42.9 28.6 - 28.6 14.3
20－29歳 25  36.0 36.0 36.0 24.0 8.0
30－39歳 27  48.1 18.5 37.0 14.8 14.8
40－49歳 31  35.5 38.7 22.6 9.7 22.6
50－59歳 23  47.8 43.5 8.7 26.1 13.0
60－69歳 23  34.8 34.8 13.0 8.7 21.7
70歳以上 15  - 53.3 6.7 33.3 26.7
ライト 73  28.8 31.5 8.2 21.9 20.5
ミドル 61  37.7 36.1 21.3 8.2 18.0
ヘビー 17  64.7 52.9 76.5 41.2 -

※n=30未満は参考値のため灰色。 ※全体の値を基準に降順並び替え
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n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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【分析】 
 今回の調査結果を見ると、EC サイトでの食品購入経験者の割合は、H28 調査と比較してほぼ変わ
らないが、前述した総務省「家計消費状況調査」においては、EC サイト利用世帯の割合は大きく伸びて
（27.8％2⇒令和 2 年は 50％前後と予想される3）いることから、EC サイトにおける食品購入経験
者の絶対数は増加していると考えられる。また、中でも 10 代から 30 代といった比較的若い年齢層を中
心に、今後も EC サイトにおける食品購入頻度及び購入量（額）が増加するものと考えられる。 
 これを後押しする要素として、10 代～30 代の若い年齢層を中心としてモバイルデバイスでの利用が増
加しているという事実（図表 9 参照）があり、これらの画面は大型化して使いやすくなり、PC 利用よりも
容易に EC サイトへアクセスできるというメリットがある。他方、これらの利用が増加しているということは、モ
バイルデバイスを利用した情報提供がより一層重要となってくると考えられる。 
 また、EC サイトにおける食品の購入割合は、生鮮食品（35.8％）より菓子類（47.8％）、加工
食品（調味料、スパイス、だし、食用油、レトルト食品、缶詰、乾物、麺類など）（43.1％）など加工
食品の方が高くなっている。生鮮食品に比べて加工食品は原材料名や消費・賞味期限など、食品基本
情報が多く、これらの情報提供のあり方について検討する必要がある。 
 
  

                                         
2 「図表 1 ネットショッピング利用世帯の割合の推移（二人以上の世帯）－令和元年」の「2016 年」数値 
3 「図表 2 ネットショッピングの状況について（二人以上の世帯）－令和 2 年 12月分結果」のうち、「ネットショッピング
利用世帯の割合の推移」を踏まえた予想 
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② 食品基本情報に対する消費者ニーズ 

【調査結果】 
 「食品の購入に関して、利用している購入サイトの利用理由を教えてください（複数回答）」という
設問について回答として、「食品表示に関連する基本情報が適切に記載されている」は 6.6％であった。
H28 の調査結果（21.1％）と比較し、設問構成が異なるため単純に比較することは困難であるが、
減少傾向にある。 
 

図表 15 ＜消費者アンケート結果＞ 
「食品の購入に関して、利用している購入サイトの利用理由を教えてください（複数回答）」 
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3,000  47.4 44.2 32.5 26.5 19.9 12.8 11.8 8.6 7.0 6.9 6.6 6.5 1.6
男性 1,384  45.8 45.4 33.6 26.9 18.0 11.6 12.8 8.2 5.3 4.5 5.9 6.4 2.1
女性 1,609  48.9 43.3 31.6 26.1 21.4 13.9 10.9 8.9 8.4 9.1 7.3 6.6 1.2
15－19歳 156  44.2 50.6 23.7 22.4 17.9 16.0 12.2 10.3 9.0 7.1 9.0 9.6 0.6
20－29歳 343  39.4 44.3 26.2 19.5 13.1 16.9 12.5 11.1 7.6 8.2 5.8 7.6 0.6
30－39歳 511  38.6 42.7 28.0 25.0 16.4 14.1 10.8 12.1 6.3 8.8 5.5 6.7 1.4
40－49歳 601  44.4 42.1 35.4 24.6 15.8 9.5 10.3 6.7 5.2 6.0 4.8 3.8 1.2
50－59歳 530  50.2 42.8 35.3 26.0 20.0 9.4 11.1 7.9 6.8 7.0 6.0 5.8 2.5
60－69歳 508  54.9 45.7 34.6 30.5 25.2 13.6 12.4 7.5 8.7 6.1 8.3 6.9 2.2
70歳以上 351  59.8 47.3 37.0 35.0 31.9 15.1 15.1 6.0 7.4 5.7 9.4 8.8 2.3
ライト 1,706  47.9 40.1 31.9 24.1 16.7 8.7 9.5 6.0 5.5 6.6 3.7 3.5 2.1
ミドル 1,165  47.1 50.2 34.9 30.1 24.5 16.5 14.3 11.2 8.8 7.5 10.0 9.5 1.0
ヘビー 129  43.4 45.0 18.6 24.8 20.9 34.1 19.4 18.6 10.1 7.0 14.0 18.6 1.6

※全体の値を基準に降順並び替え
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47.4 44.2
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0%

20%

40%

60%

80%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 「インターネットでの食品購入時に食品表示に関する情報の不足等で困ったことはありますか？」とい
う設問について、「ある」と回答した人は、全体では 18.2％に過ぎなかったが、ヘビーユーザーに限って見
ると 60.5％であった。 
 

図表 16 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネットでの食品購入時に食品表示に関する情報の不足等で困ったことはありますか？」 
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図表 16 の設問において「ある」と回答した方に対し、「食品表示に関連する基本情報を確認するに
あたってのお悩み（困りごと）、気になることを教えてください（複数回答）」という設問について、回
答として「知りたい情報が記載されていない」が 62.0％と最も多く、次いで「情報を探しづらい」が
45.0％であった。「知りたい情報が記載されていない」という回答は、10 代～20 代においては 40％台
前半であるが、30 代～40 代においては 60％台前半、50 代以上においては 60％台後半～70％台
前半となっている。 

 
図表 17 ＜消費者アンケート結果＞ 

「食品表示に関連する基本情報を確認するにあたってのお悩み（困りごと）、気になることを 
教えてください（複数回答）」 
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547  62.0 45.0 36.6 15.5 4.4 1.1
男性 234  58.5 49.1 34.2 13.7 5.1 0.9
女性 313  64.5 41.9 38.3 16.9 3.8 1.3
15－19歳 28  42.9 57.1 35.7 14.3 3.6 -
20－29歳 80  43.8 46.3 51.3 11.3 3.8 1.3
30－39歳 109  61.5 50.5 43.1 13.8 4.6 0.9
40－49歳 112  64.3 49.1 32.1 14.3 2.7 -
50－59歳 87  73.6 43.7 37.9 18.4 1.1 2.3
60－69歳 79  69.6 32.9 20.3 12.7 10.1 1.3
70歳以上 52  65.4 36.5 32.7 28.8 5.8 1.9
ライト 225  68.0 48.4 28.9 16.0 4.9 1.3
ミドル 244  64.3 41.8 33.6 15.2 4.5 1.2
ヘビー 78  37.2 44.9 67.9 15.4 2.6 -

※n=30未満は参考値のため灰色。 ※全体の値を基準に降順並び替え
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図表 17 の設問において「情報を探しづらい」と回答した者に対し、「食品基本情報を確認する際に
情報が探しづらい理由（複数回答）」をさらに聞いたところ、「基本情報がページの最下段にあり、何度
もスクロールしないと出てこない」が 61.8％と最も多く、次いで「商品アピールの文章や写真が所狭しと並
んでおり、基本情報が埋没している」、「商品ごとにページ構成や記載されている情報の種類がばらばらで
ある」という回答が 50％前後となっている。特にヘビーユーザーでは、「基本情報がページの最下段にあ
り、何度もスクロールしないと出てこない」という回答が 88.6％であった。 
 

図表 18 ＜消費者アンケート結果＞ 
「食品基本情報を確認する際に情報が探しづらい理由（複数回答）」 
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246  61.8 50.8 47.2 39.4 19.1 1.6
男性 115  55.7 48.7 46.1 44.3 15.7 -
女性 131  67.2 52.7 48.1 35.1 22.1 3.1
15－19歳 16  43.8 37.5 50.0 37.5 18.8 -
20－29歳 37  67.6 48.6 29.7 45.9 18.9 -
30－39歳 55  65.5 56.4 52.7 43.6 14.5 1.8
40－49歳 55  50.9 41.8 43.6 23.6 7.3 5.5
50－59歳 38  65.8 68.4 55.3 36.8 36.8 -
60－69歳 26  76.9 38.5 53.8 61.5 23.1 -
70歳以上 19  57.9 57.9 47.4 36.8 26.3 -
ライト 109  54.1 52.3 50.5 33.9 19.3 2.8
ミドル 102  60.8 48.0 48.0 45.1 19.6 1.0
ヘビー 35  88.6 54.3 34.3 40.0 17.1 -

※n=30未満は参考値のため灰色。 ※全体の値を基準に降順並び替え
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 図表 17 の設問において、「知りたい情報が記載されていない」という回答に対して、「インターネット
販売において記載されていないものの、知りたかった情報は何ですか（複数回答）」という設問によ
り、知りたかった情報について確認した結果、「原材料の種類」、「消費・賞味期限」、「原産地、原料原
産地名又は原産国名（以下「原産地等」という。）」が上位となった。この傾向は、H28 調査と同じで
あり、これら以外の項目についてもほぼ同様の傾向である。また、食物アレルギー患者（家族含む）の
方は、「アレルギー」を 4 割程度挙げている。なお、ほとんどの項目において、年齢に比例して選択する割
合が高くなっている。 
 

図表 19 ＜消費者アンケート結果＞ 
「インターネット販売において記載されていないものの、知りたかった情報は何ですか（複数回答）」 
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339  51.3 51.0 46.0 38.9 32.2 22.7 19.2 18.9 18.3 18.0 16.8 13.6 7.1 2.7 0.9
男性 137  50.4 46.0 45.3 38.7 31.4 22.6 16.8 19.0 21.2 18.2 17.5 19.0 4.4 1.5 0.7
女性 202  52.0 54.5 46.5 39.1 32.7 22.8 20.8 18.8 16.3 17.8 16.3 9.9 8.9 3.5 1.0
15－19歳 12  50.0 58.3 50.0 41.7 50.0 8.3 33.3 16.7 25.0 41.7 16.7 33.3 16.7 8.3 -
20－29歳 35  40.0 34.3 25.7 40.0 25.7 22.9 8.6 14.3 20.0 8.6 25.7 17.1 2.9 - -
30－39歳 67  47.8 55.2 38.8 32.8 49.3 26.9 13.4 16.4 14.9 14.9 25.4 17.9 7.5 1.5 1.5
40－49歳 72  47.2 52.8 43.1 34.7 33.3 20.8 13.9 16.7 15.3 18.1 22.2 13.9 4.2 1.4 -
50－59歳 64  70.3 60.9 62.5 46.9 29.7 17.2 29.7 26.6 21.9 18.8 14.1 7.8 9.4 3.1 1.6
60－69歳 55  52.7 45.5 45.5 38.2 18.2 25.5 23.6 18.2 16.4 20.0 5.5 9.1 7.3 5.5 -
70歳以上 34  41.2 44.1 55.9 44.1 23.5 29.4 20.6 20.6 23.5 20.6 2.9 11.8 8.8 2.9 2.9
アレルギー患者の家族がいる（本人含む） 83  48.2 38.6 38.6 37.3 30.1 15.7 16.9 16.9 16.9 14.5 41.0 20.5 4.8 2.4 -
アレルギー患者の家族がいない 256  52.3 55.1 48.4 39.5 32.8 25.0 19.9 19.5 18.8 19.1 9.0 11.3 7.8 2.7 1.2
ライト 153  48.4 53.6 49.0 41.2 32.7 19.6 15.7 15.7 16.3 19.0 12.4 7.2 7.2 3.3 2.0
ミドル 157  53.5 52.9 45.9 34.4 33.1 23.6 22.9 21.0 19.7 19.1 18.5 15.3 5.7 2.5 -
ヘビー 29  55.2 27.6 31.0 51.7 24.1 34.5 17.2 24.1 20.7 6.9 31.0 37.9 13.8 - -

※n=30未満は参考値のため灰色。 ※全体の値を基準に降順並び替え
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 「食品表示に係る基本情報のうち、必ず購入時に知りたい情報はありますか（複数回答）」という
設問に対して、回答として「消費・賞味期限」が 68.6％と最も多く、次いで、「食品の名称」、「内容
量」、「原材料の種類」が 50％台、「原産地等」、「添加物」、「保存方法」が 40％台となっている。これ
も H28 調査の結果と同様の傾向にある。 
 

図表 20 ＜消費者アンケート結果＞ 
「食品表示に係る基本情報のうち、必ず購入時に知りたい情報はありますか（複数回答）」 
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ト
ク
ホ
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能
性
表
示
食
品
等
の

効
能
効
果

そ
の
他

特
に
な
い

3,000  68.6 62.5 59.5 58.9 45.2 43.2 42.2 31.0 25.0 23.1 22.5 22.1 12.4 0.6 9.7
男性 1,384  62.2 60.4 53.5 53.3 39.3 38.6 36.8 31.4 20.9 19.7 18.2 21.7 10.3 0.7 13.4
女性 1,609  74.1 64.3 64.9 63.9 50.3 47.3 46.8 30.8 28.5 26.1 26.2 22.5 14.3 0.6 6.5
15－19歳 156  67.3 73.7 62.8 55.8 34.0 44.9 38.5 26.3 32.7 21.2 26.9 37.8 16.7 1.3 10.3
20－29歳 343  58.6 65.3 49.3 46.6 30.3 38.8 34.4 19.5 20.7 13.1 23.0 28.9 11.4 0.3 9.0
30－39歳 511  63.6 64.0 58.9 53.0 35.6 38.4 37.8 20.2 20.7 16.2 22.5 25.4 11.4 0.4 10.4
40－49歳 601  68.1 58.9 59.1 55.4 41.4 38.1 39.9 29.1 24.3 21.6 17.8 20.0 10.3 0.7 11.0
50－59歳 530  68.9 58.9 60.2 59.8 49.1 41.3 44.5 34.5 24.3 24.0 25.3 19.6 11.7 0.6 11.1
60－69歳 508  75.0 62.2 63.0 67.9 54.9 49.4 47.8 37.4 28.0 31.1 23.2 18.7 15.4 1.0 7.5
70歳以上 351  77.2 64.4 63.8 72.6 65.2 56.7 49.9 48.7 29.6 33.0 22.8 16.2 13.4 0.6 8.0
アレルギー患者の家族がいる（本人含む） 550  63.1 64.2 55.1 62.5 43.3 48.4 38.5 28.9 23.6 23.3 22.2 46.0 11.3 0.9 8.0
アレルギー患者の家族がいない 2,450  69.8 62.1 60.5 58.1 45.6 42.1 43.0 31.5 25.3 23.0 22.6 16.8 12.7 0.6 10.1
ライト 1,706  71.2 62.0 62.1 57.9 46.7 40.3 45.0 31.4 24.6 22.4 22.5 19.5 12.2 0.9 11.3
ミドル 1,165  67.2 62.1 57.9 60.4 44.7 46.2 39.3 31.4 25.8 24.9 22.2 24.4 12.8 0.3 8.1
ヘビー 129  46.5 72.1 40.3 59.7 29.5 55.0 31.0 21.7 21.7 15.5 25.6 37.2 11.6 0.8 3.9

※全体の値を基準に降順並び替え
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 「もし、購入サイトで食品表示に関連する基本情報が提供されていなかった場合、どうしますか（複
数回答）」という設問について、回答として「実店舗で購入する」（H28 調査の選択肢にはない）という
回答が 35.8％と最も多く、以下「メーカーのサイトを検索して情報を取得して判断する」、「多少分から
ないことがあっても価格や品ぞろえ優先でそのサイトで購入する」、「商品の購入をやめる」、「確認してい
ない」、「他の取扱店サイトを検索して情報を取得して判断する」、「問合せ先に問い合わせて情報を取
得して判断する」という順番となっている。H28 調査でも「実店舗で購入する」以外は同様の傾向であ
る。なお、ヘビーユーザーは、「分からなくてもそのサイトで購入」や「問い合わせる」という回答が多かった。 
 

図表 21 ＜消費者アンケート結果＞ 
「もし、購入サイトで食品表示に関連する基本情報が提供されていなかった場合、どうしますか（複数回

答）」 
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3,000  35.8 22.4 20.3 18.6 14.6 13.5 11.1 0.3
男性 1,384  35.2 19.4 21.5 17.3 17.6 12.1 10.8 0.5
女性 1,609  36.0 25.0 19.4 19.8 12.1 14.7 11.5 0.1
15－19歳 156  44.9 19.2 17.9 16.7 16.7 12.2 7.7 -
20－29歳 343  35.6 21.3 21.6 15.5 17.8 11.4 10.2 -
30－39歳 511  37.6 22.1 20.5 16.2 17.4 13.3 9.8 0.6
40－49歳 601  35.1 20.5 19.1 20.5 17.0 12.3 10.0 0.3
50－59歳 530  34.0 23.4 21.9 17.0 15.1 14.5 10.8 0.4
60－69歳 508  35.6 24.2 19.5 19.9 10.8 14.8 13.8 -
70歳以上 351  33.6 24.8 20.8 23.6 7.4 14.8 14.2 0.6
ライト 1,706  35.2 21.0 15.9 21.1 17.2 13.2 8.7 0.3
ミドル 1,165  35.9 23.8 24.9 15.2 11.8 13.2 13.2 0.3
ヘビー 129  42.6 28.7 37.2 17.1 6.2 19.4 24.0 -

※全体の値を基準に降順並び替え
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 「購入後のトラブル、困った経験を教えてください（複数回答）」という設問について、全体では「特に
なし（トラブルや困った経験なし）」という回答が 60.2％となっており、H28 調査結果（43.4％）と比
較し大幅に上昇している。トラブルや困った経験の発生率は全体で見ると減少傾向にある。なお、「トラブ
ルあり」という回答の中では「写真とのギャップがあった」とする回答が 23.2％であった。以下「テキスト等で
明示されていた内容量、品質、産地等でギャップがあった」、「消費・賞味期限が切れていた又は残りが
少ない商品が送られてきた」、「品質が劣化していた」という回答がそれぞれ 5~7％となっている。ただし、
ヘビーユーザーに限って見ると「特になし（トラブルや困った経験なし）」という回答は 15.5％まで低下
し、84.5％の方に何らかのトラブルが生じていた。具体的には、「写真とのギャップがあった」という回答が
50.4％と最も多く、次いで「テキスト等で明示されていた内容量、品質、産地等でギャップがあった」が
28.7％、「消費・賞味期限が切れていた又は残りが少ない商品が送られてきた」が 22.5％、「アレルゲン
情報に関する記載はなかったが、アレルゲンを含む商品が送られてきた」が 17.8％となっている。 
 
図表 22 ＜消費者アンケート結果＞「購入後のトラブル、困った経験を教えてください（複数回答）」  
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3,000  23.2 6.7 6.3 5.5 4.7 4.5 3.7 2.8 2.4 2.3 60.2 1.0
男性／15－19歳 50  34.0 - 4.0 8.0 - - 6.0 2.0 2.0 6.0 62.0 -
男性／20－29歳 167  26.9 13.8 13.2 4.8 5.4 3.6 4.8 4.2 2.4 5.4 52.7 0.6
男性／30－39歳 237  21.5 10.5 9.7 4.6 5.9 4.6 4.2 5.1 3.8 5.5 57.4 0.4
男性／40－49歳 282  19.5 6.4 6.0 4.6 3.9 3.5 2.5 2.1 1.1 1.1 64.2 0.4
男性／50－59歳 256  23.4 7.8 8.2 4.7 5.1 6.6 2.0 2.0 2.0 0.8 63.7 0.8
男性／60－69歳 228  21.9 5.7 3.1 5.7 5.7 4.8 5.3 4.4 3.1 1.8 64.0 -
男性／70歳以上 164  17.7 5.5 3.0 6.7 7.9 2.4 4.9 3.0 3.0 1.2 64.6 1.8
女性／15－19歳 103  36.9 7.8 6.8 6.8 5.8 5.8 6.8 4.9 3.9 2.9 45.6 1.9
女性／20－29歳 173  32.9 11.6 6.9 2.9 2.9 2.9 2.9 1.2 1.2 4.0 48.6 -
女性／30－39歳 273  28.2 6.2 6.2 5.1 5.1 5.5 2.2 1.8 1.5 2.2 56.4 1.5
女性／40－49歳 319  20.7 5.0 5.3 6.9 4.4 5.0 3.1 3.1 1.3 2.5 60.8 0.6
女性／50－59歳 274  24.1 3.3 6.2 5.8 3.3 6.6 4.7 2.2 2.2 1.8 59.1 2.9
女性／60－69歳 280  18.9 4.6 5.4 7.1 4.6 3.9 4.3 2.5 3.9 1.4 62.9 1.8
女性／70歳以上 187  16.0 4.8 3.7 4.3 3.7 1.6 3.2 1.1 3.7 - 71.1 1.1
ライト 1,706  19.4 3.1 3.8 3.7 2.9 3.2 1.9 1.9 1.6 0.8 70.3 0.8
ミドル 1,165  25.7 9.4 8.2 7.6 6.6 5.8 5.9 3.6 3.1 2.7 50.4 1.5
ヘビー 129  50.4 28.7 22.5 10.1 10.9 8.5 8.5 6.2 6.2 17.8 15.5 0.8

※全体の値を基準に降順並び替え
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「インターネットで食品を購入する際の情報提供のされ方について、現状の不満点や改善点等、思
うことがあれば教えてください」という自由記述の設問については、3,000 名のうち 783 名の方から記
述回答をいただいた（2,217 名が「特になし」と回答）。その回答内容を確認した上で類型化し、層別
に集計した。類型化の結果、45 種類の項目に分かれ回答が分散していたが、その中で多かった意見と
して上から、「思っていたサイズ・量と違った」、「消費期限・賞味期限の表示」、「写真と実物にギャップが
ある」、「情報が少ない」、「画像の充実」、「生産国／産地／原材料の産地の表示」、「分かりにくい」、
「ショップによって表示方法が違う」という結果となった（下表はこの上位 10 種を抜粋したもの）。 

 
図表 23 ＜消費者アンケート結果＞ 

「インターネットで食品を購入する際の情報提供のされ方について、現状の不満点や改善点等、 
思うことがあれば教えてください（自由記述）」 

 
 
  



令和 2 年度 EC サイト食品表示実証モデル構築事業 実施報告書 

 
31 

 

【分析】 
 EC サイトを選ぶ際に食品基本情報の存在を重要視すると回答した消費者は減少傾向にある。また、
EC サイトで食品を購入する際に、食品基本情報の不足等で困った経験を有する割合も全体では比較
的少ない。 
 一方、「購入時に必ず知りたい情報」等の調査項目においては、H28 調査と同様の傾向を示してお
り、必ずしも食品基本情報への関心が低下しているとまでは言い切れない。 
 さらに、ヘビーユーザーや年齢が高めの消費者に焦点を当てて考えると、むしろ関心が高いと言える状況
がうかがえる。 
 例えばヘビーユーザーでは、60％以上の方が、EC サイト上での食品購入時に食品表示に関する情報
不足等で困った経験をしており、「知りたい情報が下の方にある」というサイト構成上の問題や、そもそも
「知りたかった食品基本情報がない」という状況について問題視している実情が浮かび上がっている。ま
た、EC サイト上の情報と、実商品の容器包装上の食品表示のギャップがあるといったトラブルにも遭遇し
ている。食品基本情報に係る困った経験やトラブル発生を多く認識しているということは、それだけ食品基
本情報を重視し、確認しようとしている表れと考えられる。 
 同様に年齢が上がるに比例して、「食品基本情報が掲載されていない」、「情報が探しづらい」という悩
み（困りごと）などを経験しており、しっかりと食品基本情報を確認しようとする態度がうかがえる。 
 コロナ禍の影響による新規購買層が、今後 EC サイトでの食品購入を習慣化・定期化し、ヘビーユー
ザーになっていけば、これまで購入したことのない食品を EC サイト上で初めて購入する機会も増える。そ
のような状況となれば、実際の商品の容器包装上ではなく EC サイト上で食品基本情報を確認したいと
いう欲求が高まる可能性がある。また、年齢を重ねて家族を持てば家族のために食品基本情報をしっか
りと確認しようとする動機が生まれることも考えられる。 
 以上を踏まえると、食品基本情報に対する消費者ニーズには多様性があるが、購買頻度が高くなるに
連れ、また年齢が上がるに連れ、食品基本情報への関心が高まっていることに留意する必要がある。 
 では、具体的にどのような情報に関心が高いのか、消費者が購入時に知りたい食品基本情報について
見ると、「食品の名称」と「内容量」については十分記載されているが、それ以外に関心の高い「消費・賞
味期限」、「原材料の種類」、「原産地等」等については十分な記載がない、あるいは探しづらいという実
態が把握できた。これらの情報を知りたい場合は、消費者は実店舗での購入以外に、食品製造事業者
（メーカー）のサイトを検索するなどの各種情報収集をすることが明らかとなった（図表 21 参照）。ヘ
ビーユーザーである消費者に追加の情報収集をさせずとも、当該 EC サイト上で情報を確認できるよう、
EC サイト事業者側が対応することができるのか検討する必要があるのではないか。 
 さらに、「消費・賞味期限」について、インターネット上では「製造日+●日」という情報しか存在しないこ
とが多い、あるいはそもそも記載がない場合もある。そのため、消費者に配送される当該食品の消費・賞
味期限が具体的に何年何月何日なのか、又は期限残がどの程度なのか、実際に実物の容器包装を確
認して把握することが多い。消費・賞味期限については、食品を購入する際に重要な情報であるものの、
正確な情報提供が困難であるため、EC サイト事業者側が対応することができるのか検討する必要があ
るのではないか。 
 また、EC サイト上に食品基本情報が掲載されていても見つけづらい、何度もスクロールしなければなら
ない、という声に対し、EC サイト上のどの位置に掲載すればすぐに見つけることができるかなど、EC サイト
への掲載方法についても検討を進める必要があると考える。  
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③ 消費者が望む食品基本情報提供の在り方 

【調査結果】 
 「実店舗と同等の商品選択をするためには、サイトでどのような商品画像の掲載が必要だと思いま
すか？ 「最低限必要と思うもの」をすべて選択してください（複数回答）」という設問について、回答
として「内容物」が 48.3％、「商品の包装の表面や概観」が 48.1％、「商品の包装の裏面等（原材
料等の食品基本情報が表示されている面）」が 47.1％であった。「内容物」や「パッケージ裏面」の回
答は、年齢に比例して増加している。さらに、「商品の包装の裏面等」の掲載が必要と回答した方のう
ち、テキストデータでの提供を求める方は 50.2％であった（すなわち全体の 23.6％）。 
 

図表 24 ＜消費者アンケート結果＞ 
「実店舗と同等の商品選択をするためには、サイトでどのような商品画像の掲載が必要だと思いますか？ 

「最低限必要と思うもの」をすべて選択してください（複数回答）」 
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記
載
さ
れ
て
い
る
面
）
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特
に
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そ
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3,000  48.3 48.1 47.1 11.4 22.5 0.7
男性 1,384  44.7 45.2 40.4 11.1 25.6 0.7
女性 1,609  51.4 50.9 53.0 11.7 19.8 0.6
15－19歳 156  52.6 67.3 44.2 13.5 17.3 -
20－29歳 343  43.1 46.1 43.4 14.9 23.9 0.3
30－39歳 511  42.9 50.9 42.7 11.0 26.4 0.2
40－49歳 601  44.1 48.3 44.8 8.8 26.1 0.7
50－59歳 530  48.9 49.6 48.3 11.1 20.2 0.8
60－69歳 508  53.9 43.1 50.2 12.4 20.3 1.2
70歳以上 351  57.3 42.5 56.1 11.1 18.5 1.1
ライト 1,706  50.0 47.4 46.5 9.9 25.4 0.8
ミドル 1,165  47.1 47.7 47.9 12.6 19.7 0.6
ヘビー 129  35.7 62.0 47.3 20.2 10.1 -

※全体の値を基準に降順並び替え

n=
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ネット食品
購入頻度

全体

48.3 48.1 47.1

11.4

22.5

0.7
0%

20%

40%
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n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 「アレルギー情報を特記する場合、どのような掲載方法を望みますか？（複数回答）」について見る
と、全体では、アレルギー情報の特記を求める回答の割合は、順に「目立つように掲載をしてほしい
（27.8%）、「ピクトグラムや◯✖表など分かりやすい表記」（18.3%）、「原材料欄とは別途特記表
示欄をテキストで提示」（15.9%）であり、アレルギー患者（家族を含む）では、それぞれ 31.5%、
23.3%、22.4%であった。「特になし」、「原材料欄の中で示してくれれば十分（特記表示欄不要）」と
いう選択肢を回答した者を除くと、回答者全体で見ると約４割（41.9％）が、アレルギー患者（家族
を含む）では過半数（52.0％）が、アレルギー情報の特記を求めていることが分かった。 
 

図表 25 ＜消費者アンケート結果＞ 
「アレルギー情報を特記する場合、どのような掲載方法を望みますか？（複数回答）」 
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特
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そ
の
他

3,000  27.8 27.1 18.3 15.9 12.2 31.0 0.1
男性 1,384  26.3 25.5 16.6 15.5 11.3 35.9 0.2
女性 1,609  29.1 28.7 19.7 16.3 13.1 26.7 -
15－19歳 156  35.9 35.9 16.7 16.7 11.5 22.4 -
20－29歳 343  32.4 25.9 19.8 16.9 14.6 29.2 -
30－39歳 511  28.6 25.6 17.4 20.2 11.2 30.9 -
40－49歳 601  25.3 28.3 17.5 14.6 11.1 32.4 0.2
50－59歳 530  26.0 26.4 17.7 15.5 12.8 34.0 0.2
60－69歳 508  28.0 24.8 18.9 13.4 11.2 32.1 -
70歳以上 351  25.1 29.1 19.9 14.5 14.0 28.5 0.3
アレルギー患者の家族がいる（本人含む） 550  35.6 31.5 23.3 22.4 16.2 16.5 -
アレルギー患者の家族がいない 2,450  26.0 26.2 17.1 14.4 11.3 34.3 0.1
ライト 1,706  24.6 25.7 17.9 14.0 11.0 34.7 0.2
ミドル 1,165  31.0 28.2 18.4 17.3 13.1 27.8 -
ヘビー 129  41.1 35.7 21.7 27.9 19.4 11.6 -

※全体の値を基準に降順並び替え
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【分析】 
 約半数の方が「パッケージ裏面」の商品画像掲載を求めている。「パッケージ裏面」は一般的に食品表
示基準上の義務表示事項が掲載される面である。これは、「購入時に必ず知りたい情報」として「原材
料の種類」や「原産地等」と回答された方が 50％前後に上ったことと一致する。テキストデータを要望す
る回答は更にその半分であるが、これは商品検索等に活用できるため、一定数の回答があったものと推
測される。 
 EC サイト上で食品基本情報を求める消費者は減少傾向である一方、パッケージ裏面画像の掲載を
求める声も 5 割近くある状況を踏まえると、実際に EC サイト運営事業者において広くこれが実施可能
か否か、あるいは、それ以外の方法で情報提供することが妥当なのか、いずれも難しいのか、確認する必
要があると考える。 
 また、アレルギー情報については、特記を求めている趣旨の回答が全体で 4 割を超え、アレルギー患者
（家族を含む）では 5 割を超えた。このような消費者ニーズ、さらにはアレルギー情報が消費者の安全
に関わる重要情報であることを踏まえると、EC サイト上でのアレルギー情報特記を検討する意義は大き
いと考える。他方、事業者側の EC サイト運用実態を踏まえた実行可能性をも考慮しつつ、情報の提
供方法のあり方を検討する必要があると考える。  
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 消費者座談会 

 実施概要 
 消費者アンケートによる定量的な結果に加え、EC サイトにおける食品基本情報の提供に関するニー
ズ・関心・不満（困りごと）等を具体的に把握するため、消費者座談会を実施した。その実施概要を
下表に示す。 
 

実施時期  令和 3 年 1 月 23 日 

調査実施方式  グループインタビュー（WEB 会議システム活用） 

参加者 

 人数：男女 4 名ずつ、計 8 名（男女に分かれ 2 グループでインタビュー） 
 年齢層：男性（20 代 1 名、30 代 1 名、50 代 2 名）、 

女性（30 代 1 名、50 代 3 名） 
 選定条件：事前アンケートにより下記にあてはまる方を選定 

 「EC サイト上における食品基本情報を確認している」と回答された方 
 インターネットでの食品購入経験がある方 
 インターネットでの食品購入頻度が週に 1 回以上の方 など 

主な 
インタビュー 
テーマ 

＜食品 EC サイトの利用について＞ 
 この 1 年で利用する機会が増えたか？ 
 使用するデバイスの変遷についての実感 

（モバイルデバイスを使用する機会が増えたか？） 
 EC サイトと実店舗の使い分けは？ 
 EC サイト利用時の不満（困りごと）は？ 

 
＜EC サイト上における食品基本情報について＞ 
 食品購入時にチェックする情報は？ どのように確認するか？ 
 食品基本情報（期限残、原材料、原産地等、アレルギー、保存方法な

ど）の提供に関する不満経験（困りごと）は？ 
 食品基本情報の見やすさや分かりやすさについて 
 期限情報の提供はどのようなものがよいか？ 

（製造日より●日、到着日を含む●日など） 
 食品基本情報の提供は画像かテキストか、どちらが分かりやすいか？ 
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 調査・分析結果 
 食品 EC サイトの利用状況及び利用の際に確認する食品基本情報について、インタビューした結果及
び分析結果を次の①及び②に示す。 
  
① 食品 EC サイトの利用状況 
【調査結果】 
 全ての参加者において、食品を EC サイトで購入する頻度が増加している。50 代男性の 2 名は、安
全性や品質を重視し、なるべく国産の食品を購入することが多いと回答した、一方、20 代男性は値段
や内容量を重視するとの回答であった。女性グループでは EC サイトとスーパーマーケット（実店舗）で
半分ずつ程度食品を購入しているという声が多かった。また、生鮮食品などその日に消費する食品や間
食などに利用する菓子類のような日常使いするものは実店舗で、重いもの、日持ちするもの、産直品や
珍しいものなどは EC サイトで購入している、という意見が多かった。 
 利用デバイスについて見ると、主に PC を利用している者が 4 名、モバイルデバイス（スマートフォン・タブ
レット）が 3 名、半々程度が 1 名であった。PC サイトは画面が大きく見やすいため、じっくり内容やパッケ
ージを見たい場合に利用し、モバイルデバイスは情報が分かっている食品を購入するときや、外出中に使
用しているとのことであった。元々PC をメインで利用していたが、モバイルデバイスを使用してみたところ手
軽で利便性が高いことから継続して利用しているとのコメントもあった。ただし、スマートフォンは画面が小さ
く見えづらいという声もあった。 
 利用するサイトについては、男性では大手ネットモールを利用する人が多かった。配送料無料やポイント
付与などの「お得感」を重視してのことであった。女性グループでは、安心感・定期配送・配達地域を重視
して生協を利用している方が 2 名、その他大手ネットモールやメーカー直販サイトの利用者もいた。 
 食品 EC サイト全般の不満（困りごと）としては、発送日が遅く、いつ配送されるか分からないという不
満、写真だけでは形や色合いが分かりづらい、実際に届いた食品が想像していた内容量やサイズとは違っ
ていたということが挙げられた。なお、生協以外では食品 EC サイト利用時に置き配を利用した人はおら
ず（安全・衛生上の不安のため）、置き配に関する不満点は聞かれなかった。 
 
【分析】 
 消費者アンケートの結果と同様、EC サイトの利用実態としては、重いものや日持ちするものを購入する
ためという意見が多かった。また利用デバイスは PC であるという人が半数を占めていたが、状況に応じて
デバイスを使い分けるという意見も多く、モバイルデバイスの利用頻度も高まっているものと考えられる。日
持ちするもの（主なものとして食品基本情報が多い加工食品）や、初めて目にする産直品等を EC サ
イトで購入することが多いため、食品基本情報の提供は消費者が商品を選択する際に重要な判断要
素となる。 
 
② EC サイト上における食品基本情報について 
【調査結果】 
 食品購入時にチェックする情報として、原産地等（原産国・原料原産地の情報含む）を挙げる方が
7 名おり、国産にこだわるという声もあった。女性グループでは全員が添加物、有機、無添加などの情報
を確認するということであった。加工食品は全ての情報を確認するという方が 1 名いた。そのほか、原材
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料、栄養成分、調理方法、家族にアレルギー患者がいる方は原材料欄に含まれるアレルゲンを確認する
という方がいた。他方、同じものしか買わないため「パッケージ写真、商品名、価格しか見ない」という人も
いた。また、「安心できる産直サイトなどはほとんど情報を見ずに購入するが、ネットモール出品者のうち信
頼性が低いと思える EC サイトでは情報をじっくり確認する」という回答もあった。 
 食品基本情報の提供に関する不満（困りごと）としては、「原産地等の情報が不明確」、「調理方法
が分からない」という声があった。また、「届いた製品の賞味期限（期限残）が短かったことがある」や、
「同じ製品でも期限残のばらつきがあった」、あるいは EC サイト特有の「「約●カ月」という期限の記載方
法が分かりにくい」という声があった。そのほか、「容器包装上の一括表示掲載面の写真がない」、「遺伝
子組換え情報等が当該 EC サイトでは分からず、検索したりリンクを追ったりする必要がある」、「内容量
情報からイメージされる容積や形と実商品のそれとに差がある」、「『冷凍』又は『冷蔵』の記載が小さくて
勘違いしやすい」、という声もあった。さらに、ネットモールの中には「食品基本情報が下の方にあり、たどり
着きづらいものがある」、「年配者にとっては文字が小さい」という意見もあった。 
 上記不満点として挙げられた期限情報の提供方法について更に意見を聞いたところ、「賞味期限が長
い食品については『（製造日より）●日』でも構わない」、「仮に価格が高くなるのであれば『到着日を含
む●日（期限残保証の表記）』は不要」という方が 6 名いた。ただし、「大容量の商品やまとめ買いの
商品は具体的な期限を確認したい」という意見もあった。他方、期限が短い食品（日配品）について
は、期限残保証の表記又は「●年●月●日」という容器包装上と同様の期限情報の提供を望む方が
4 名いた。なお、「到着日を含む●日」という表現は、「分かりにくく混乱する」、「初配時に受け取れない
可能性もあるのでやめてほしい」という声もあった。他方、ミールキットなど到着後速やかに利用することが
想定される食品については、「そもそも期限表示は見ていない」、「大容量・まとめ買い商品以外は見てい
ない」という声もあった。 
 食品基本情報の掲載方法として、容器包装の一括表示掲載面の画像による掲載がよいか、テキスト
による情報提供がよいか確認したところ、6 名は「テキストがよい」、1 名は「どちらでもよい」、1 名は「画像
掲載がよい」という結果であった。テキストの方がよい理由として、「整然としていて見やすい」という方が 5
名いた。また「検索性が高い」という声もあった。 
 
【分析】 
 関心の高い食品基本情報として、原産地等が最も多く、その他、原材料名や調理方法などが挙げら
れた。 
 また、EC サイトという特性上、購入から配送、到着までのタイムラグがあり、期限情報の提供方法が大
きな課題として考えられていること、また、消費者アンケートでも消費・賞味期限情報提供への関心が高
いことが明らかとなったため、深掘りして確認を行った。期限情報の提供方法に関して、とりわけ、期限の
短い日配品や大容量・まとめ買い商品については、●年●月●日という具体的な期限情報、あるいは
期限残情報の提供を求める方が 4 名いた。また、期限残の少ない製品が届くことに対する不満も見受
けられた。消費者アンケートでも消費・賞味期限情報の提供に関する不満割合が高かったことを踏まえる
と、期限情報の提供のあり方について事業者側でどのような工夫が可能であるか検討する必要があるの
ではないか。 
 なお、食品基本情報の掲載方法としてはテキスト掲載の方が容器包装画像の掲載よりも好ましいとい
う意見の方が 6 名いた。消費者に分かりやすい情報提供方法を検討する必要があると考えるが、他方
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この点については事業者側の実行可能性という課題もあるため、この課題も考慮したうえで検討する必
要があると考える。 
  


